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新技術の特徴・従来技術との比較
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新技術の特徴・従来技術との比較
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新技術の特徴・従来技術との比較
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新技術の特徴・従来技術との比較
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新技術の特徴・従来技術との比較
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新技術の特徴・従来技術との比較
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新技術の特徴・従来技術との比較
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Fig. Irradiation time dependence of temperature of SGA
with various BMIM-SCN contents in microwave oven.
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Microwave oven in situ lap shear tests (PS)

Fig. Effect of ABIM-TFSI contents in PS adhesives on
irradiation time required for adhesive failure during in situ
lap shear tests in microwave oven (2.45 GHz, 500 W).
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実用化に向けた課題

•現在、イオン液体を添加せずとも，誘電加熱さ
れる接着剤を見出し，より安価，より簡便に解
体できる系を開発済み。

•今後、より広範囲の接着剤系について実験
データを取得し、誘電加熱による解体性接着
に適用していく事例・条件設定を行っていく。

•実用化に向けて、空間精度の制御を検証し、
小型、大型部位の解体ができるよう技術を確
立する必要あり。

高価 不便



想定される用途

混ぜればゴミ，分ければ資源
環境調和技術

サイズ

企業への期待
お困りの具体例



産学連携の経歴

・ 2004年～ 主として材料メーカ，化学会社25社と共同研究実施
接着・複合材料
表面改質・界面解析
環境調和材料 セルロースナノファイバー

・ 2018年～ JST 未来社会創造事業（大規模プロジェクト型）
Society5.0の実現をもたらす革新的接着技術の開発

・ 2018年～ 内閣府 戦略的イノベーション創造プログラ（SIPⅡ）
AI援用積層最適化によるCFRP設計・製造自動化技術

・ 2020年～ NEDO 革新的プラスチック資源循環プロセス技術開発
物性劣化発現メカニズムに関する基盤研究
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